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 ９/２９（土）長坂谷公園野球場に三越前パラダイスを迎え、KSC予選５試合目を行った。天気予報が安定していない中、行われたゲームで
あったが、そんな予報を覆す、時には日差しも出る程の陽気でゲームは始まった。今日の我がチームは後攻、林の先発でプレイボールとなった。 
初球はストライクからの入り、が、２球目を軽くセンター前に運ばれた。ここから、こんな林は見た事ない、という内容の投球。この後3連続安
打・四球・安打・三振・安打の打者一巡の攻撃を受け、初回から５点を献上する立ち上がりとなった。しかし、今日のベンチも明るい、先頭は凡
打で倒れたが、次打者は２ベースで出塁、ここから四球と盗塁、失策を絡め初回１安打で３点を得た。2回からは、初回のマウンド内容が嘘のよ
うだったかのように、2回・３回と無難にまとめた。4回には四球で出したランナーを安打で返され、1点を与えたが、失点はここまで、翌5回で
マウンドを降りたが、チームがその失点を跳ね除けた。打者陣においては２回、先頭が死球で出塁、次打者が安打で出塁、その後失策を絡め労せ
ず1点を挙げ、溜まった走者を４番の一振りで2点追加、更にまたまた失策を絡め、この回4点を挙げ逆転に成功。４回にも２点を追加、更に６回
にも１点を追加した。二番手としてマウンドに上がった政司も2回を打者７人で抑え、チームは、今日のゲームを勝利した。若干大味なゲーム展
開であったが、大量失点したにも関わらず、今日のゲームは焦りが出なかった。また何といっても良かったのは、チーム失策が「０」という事で
あった。これは、出来そうで出来ない基本的な事。捕って投げて捕る、素早く打球下に入り捕球する、という基本的な事が出来たことが、チーム
の流れを呼び、結果を勝利を呼び込んだのでは無いか？と思う。 
何においても、基本に忠実、という事が立証されてゲームであったと思う。 


